
2016～2017年度 No.1

　第 　 1　　回 委員会名

委員長名

開催　日時

開催　場所

○ 村木地区ガバナー 細川第１副地区ガバナー 今井第２副地区ガバナー

○  L　 宮本　　　 委員長 ○  L　 根津　　　副委員長 ○  L   木下      副委員長

○  L   亀川       副委員長 ○  L　 玉井      副委員長 ○  L　 金澤      副委員長

 L　 片岡　　　    委員  L　 礒崎　       委員  L　 小川　　     委員

 L　 田村　　　    委員  L　 大塚　       委員  L　 添田　       委員

○  L　 硯川　　      委員 ○  L　 廉澤　　     委員  L　 秋元　       委員

○  L　 村上　　      委員  L　 佐久間　    委員  L　　　　          委員

 L　 阿久津アドバイザー ○  L　千々波アドバイザー

○  L徳田キャビネット副幹事  推進戦略プロジェクトリーダー金子知史様
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作　成　者

次　　　第

議　　　題

　Ｌ　金澤 喜章

　２０１６年　９　月　９　日　　金　曜日　　　15　時　00 分　～　17　時　00　分次回開催日時
　　　　　　場所 　キャビネット事務局

「パラリンピック競技について」　推進戦略プロジェクトリーダー金子知史様

質疑応答

審　議　　別紙議題による

次回開催確認

審議経過事項の概要

パラリンピックサポートセンター視察

委　員　会　報　告

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　司会・進行　Ｌ金澤喜章

ガバナー挨拶　

委員長挨拶

　２０１６年　８　月 １ 日　月曜日　　　　　15時　  00分　～　17時　 00分

日本財団パラリンピックサポートセンター会議室

　出席オブザーバー

オリンピック・パラリンピック支援委員会

 L　宮本 慶文

出　席　者
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　若手パラ選手の育成についてはセンターとして不十分。（練習場環境の問題）

審議経過事項の概要

質疑応答

　あすチャレスクールは年間100本予定に対し250本の依頼。

「パラリンピック競技について」　

議　　　題

　トップアスリート以下の選手支援も徐々に進み始めている。

　有望選手の情報は各競技団体にとどまっている現状。

　選手発掘プログラムは東京都が先行している。（車いすフェンシング）

　日比谷公園ＧＳライオンズブース内で協働は可能。体験型イベント等の実施。

No.2

　パラリンピック競技大会の歴史

　ロンドンパラリンピック成功の秘訣

　メダル獲得数と日本の現状（観戦希望者数とボランティア）

　日本財団とパラリンピックサポートセンターの果たす役割（場所・金・ノウハウの提供）

　一般向けにパラリンピックへの関心を高め、障害者理解につなげる。（パラ駅伝・あすチャレ）

パラリンピックサポートセンター視察

　競技用機材の説明。入居２２競技２８団体の説明。


